
※学校での子どもたちの様子を、ホームページにほぼ毎日掲載しています。 

右のＱＲコードから、または「鮫川小」で検索してぜひご覧ください。 
 

SUN３プラン生活・学習アンケートの結果から② 
前回に引き続き、「SUN3プランさめがわ 生活・学習アンケート」第２回の結果をご紹介いたしま

す。今回は、「自己肯定感」に関する内容について取り上げます。 

 

「自己肯定感」とは？ 
「今の自分が好き」「自分には自分らしさがある」など、自分自身に満足をしていて、自分のことを

肯定的に思える感覚のことをいうそうです。一般的に、自己肯定感が高いと「自分も他者も大切にす

る」「少々のことでめげない」「積極的」になり、自己肯定感が低いと「自分に自信が無く劣等感を

もってしまう」「他人に依存する」「マイナス思考になりがち」であるといわれています。 
 

◇「自分にはいいところがあると思いますか。」本校の結果 

【１月】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
お手伝いと自己肯定感 
お手伝いと自己肯定感の関係について、次のようなデータを見つけました。 

 

 

 

 

 

 

鮫川小学校 校長室だより 

つ な ぐ 
令 和 ６ 年 ２ 月 １ ３ 日 

 第 １ ８ 号   

発行者  校長  大塚  欣之 

 この質問については、大きな変容が見られませんでした。「よく思う」「思う時が多い」が合わせて60％程

度で、「思わない」と答えたお子さんが９％以上という結果でした。また、学年があがると自己肯定感が下が

る傾向も確認できます。日本人は諸外国に比べて自己肯定感が低いと言われていますが、本校でもその傾

向が見られたため、子どもたちに自信をもたせていくことに重点を置いて指導しています。 

＊裏面へ続きます。 

回答 小１ 小２ 小３ 小４ 小５ 小６ 小計

１ よく思う 71.4% 68.4% 15.8% 25.0% 16.7% 16.7% 30.8%

２ 思う時が多い 14.3% 21.1% 42.1% 35.0% 33.3% 20.8% 29.0%

３ 少しは思う 0.0% 5.3% 36.8% 30.0% 44.4% 45.8% 30.8%

４ 思わない 14.3% 5.3% 5.3% 10.0% 5.6% 16.7% 9.3%



お手伝いをうまく活用すると、子どもたちによい影響を与えることができそうです。学校では、児童

会委員会や各学級の係活動を通して、自分たちで計画を立てて取り組ませ、その過程を認めること

に努めています。ご家庭でも、以下のようなお手伝いに取り組ませてはいかがでしょうか。 

 

 

 

 

 
「自己肯定感」を高める子どもへの接し方とは？ 
保護者や先生など、大人の子どもへの接し方によって、子どもの自己肯定感を高めることができる

そうです。学校と家庭で連携して、以下のポイントを意識して子どもたちに接することで、鮫川小の子

どもたちの自己肯定感をアップさせていきましょう！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

村長さんに義援金をお渡ししました 

◇ 児童会運営委員会が中心となって行っ

た赤い羽根共同募金（能登半島地震義援

金）が、３４，１８９円集まりました。先日、村

長さんが学校においでになり、運営委員

会児童が直接お渡ししました。村長さん、

保護者の皆様のご協力に感謝いたします。

運営委員さん、よくがんばりました！ 

○子どもの話を聞いて肯定してあげる 

 ・口を挟みたくなっても、グッと我慢が大切。 

○子どもに選択させる ○子どもに考えさせる 

 ・何か決めるときは自分で決めさせる。または子どもに意見を求める。その結果は肯定的に受け入れる。 

○ほめるときは結果ではなく過程をほめる 

 ・失敗しても「結果はだめだったけどよく頑張った！」 

○ほかの子どもと比較しない 

 ・他人の目を気にしすぎないようにするためにも重要。 

○転ばぬ先の杖はつかない 

 ・子どもが困らないようにと、先回りして準備しすぎない。困ったときは自分で考えさせることも大切。 

 

◇NGワード 

○否定     「うちの子は無理」「できっこない」 

○けなし    「だめねぇ」「下手だねぇ」 

○比較     「お兄ちゃんなのに」「○○ちゃんはできているのに」 

○突き放し  「もう知らない」「嫌い」「勝手にして」 

 

 

○子どもが無理なく続けることができる      ○他の人のためになる 

○決めるときは「どんなお手伝いを」「いつ」「どのように」行うかを子ども自身に考えさせ、選ばせる 

○お手伝いが終わったら毎回必ずほめ、感謝の気持ちを伝える 


